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A02 公募 オートファジーの生理・病態
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細胞内発症型細菌であるレジオネラ菌は宿主細胞の生理機能を制御することによ
り、自身が生存及び増殖するために都合の良い環境を細胞内に作り出す。また、レ
ジオネラ菌が宿主細胞の生理機能を制御する過程において、レジオネラ菌から宿主
細胞に対して放出する『レジオネラエフェクター』と呼ばれるタンパク質群が重要
な役割を果たしている。
レジオネラ菌による宿主細胞の生理機能制御の一つにオートファジーの抑制が知
られており、RavZと呼ばれるレジオネラエフェクターがその一旦を担っている。し
かしながら、RavZ以外にもオートファジー抑制に関わるエフェクターの存在が示唆
される等、レジオネラ菌によるオートファジー抑制機構には不明な点も多く残され
ている。
我々は宿主細胞においてオートファジーの制御に関わる SNAREタンパク質の一つ
である Syntaxin17 (Stx17)がレジオネラ感染依存的に分解されることを見いだした。
そこで、本研究課題ではレジオネラ菌による Stx17の分解機構の分子メカニズムを明
らかにする。そして Stx17の分解に寄与するレジオネラエフェクターの同定を行い、
レジオネラ菌が感染戦略上 Stx17を分解する生理的意義の解明を目指す。
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